
「人生の先輩」への掲載を募集しています。

▲詳細

問 情報広報課（霞ヶ浦庁舎） 
☎ 029-897-1111

健康の秘訣をお聞きしました人生の
先輩

対象▶市内在住の65歳以上の方
応募▶情報広報課までお電話にてご連絡ください。
　　　右記の二次元コードからのご応募も可能です。
　　　掲載人数を超えた場合は抽選となり、もれた場合は翌月以降に再抽選します。

広報かすみがうら　令和 7 年 8 月 20 日
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　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。9月4日木までに情報広報課（〒300-0192大和田562）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。
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ゆっくり本を楽しむ

ホームページには利用
案内や図書検索など図
書館の情報
を掲載して
います▶

■休館日�
　月曜日（祝日の場合はその翌日）
　図書整理日
◎お話会
　工作「うさぎを折ろう」
　　　　9月 13日土
　　　　午前 10時 30分から

　まだまだ暑い日々が続いていますが、今年も早いもので３分の２が過ぎ、読書の秋が
近づいてきました。今月は、上半期に人気を集めた図書のランキングを発表します。

　第 1 位に輝いたのは小川糸の「小鳥とリムジン」。家族に恵まれず、心に傷を負っ
た 18 歳の少女が人々との出逢いにより心と体を取り戻していく物語です。
　第 2 位、第 3 位を独占したのは東野圭吾。新作が発表されるたびに注目を集める
ランキングの常連です。
　第 4 位は、「第 23 回このミステリーがすごい！」の大賞作「謎の香りはパン屋から」。
パン屋を舞台に日常のミステリーが描かれる連作短編集です。
　第 7 位は直木賞作家・伊与原新の「宙わたる教室」。2023 年の発売ですが、昨年
NHK でドラマ化され、再び注目を集めました。

2025年 September

日 月 火 水 木 金 土

1
■

2 3 4 5 6

7 8
■

9 10 11 12 13
◎

14 15 16
■
17 18 19 20

21 22
■
23 24 25 26 27

28 29
■
30
■

9 月 図書館カレンダー

上半期貸出ランキングベスト 10上半期貸出ランキングベスト 10

順位 図書名 著者名 出版社 回数
1 小鳥とリムジン 小川糸 ポプラ社 23 回
2 架空犯 東野圭吾 幻冬舎 22 回
3 クスノキの女神 東野圭吾 実業之日本社 21 回
4 謎の香りはパン屋から 土屋うさぎ 宝島社 17 回

5
皇后は闘うことにした 林真理子 文藝春秋 16 回
人生が楽しくなる

「シニア推し活」のすすめ 和田秀樹 KADOKAWA 16 回

7

パンどろぼうとりんごかめん 柴田ケイコ KADOKAWA 15 回
さよなら校長先生 瀧羽麻子 PHP 研究所 15 回
老いてもヒグチ。 樋口恵子 清流出版 15 回
宙わたる教室 伊与原新 文藝春秋 15 回

　昔は、その地域に住む人々の素朴で漠然とした信
仰の対象となる神社があり、祭礼が行われていまし
た。しかし、今はほとんどの所がすっかり寂れてし
まっているように見受けられます。
　厄除大明神の祭礼は、下稲吉の南のはずれ、上稲
吉との境（市民窓口センターから北西に数百メート
ルの地点）で、毎年旧暦 5 月 12 日に行われます。
神輿が出ることもなく、祭囃子が奏されることもあ
りませんが、素朴で親和の情が感じられる祭礼と
いった趣があります。いつ頃から続けられてきた祭
礼なのかは不明ですが、20 ～ 30 年前頃まで、こ
の場所は木々に欝

うっそう

蒼と囲まれ、近くに住んでいても
神社とは気が付かないような場所でした。木々が伐
られた今では 100 坪ほどの境内が明るくなりまし
た。境内の入口には花崗岩製の神明鳥居があり、そ
の奥に朱色の四脚鳥居があって間近に祠がありま

す。祠は立派な覆
おおいや

屋で保護され、大切に奉祀されて
いることが分かります。少し前までは、祭礼日に関
わりなく「奉納厄除大明神」という朱色の幟

のぼり

が立て
られていました。神社の管理は、以前は下稲吉の自
治会が行っていたようですが、いつの頃からか「厄
神様保存の会」が結成され、後継者が絶えないよう
に工夫がされています。
　先般の祭礼で、参加者の方から「子供の頃『この
祭礼でいただいた赤飯を食べると疫病にかからな
い』と親から教えられた」と聞きました。神社を管
理する方によると祭神は不明とのことでしたが、こ
のお話から、厄除大明神の祭神は牛頭天王なのでは
ないかとも考えられます。
　厄除大明神の祭礼は、華やかさはなくとも地域の
安泰を願う大切な神事です。担い手不足によって地
域の祭礼が減少している中で、保存会を立ち上げ伝
統文化として祭礼を継承し
ている皆さまに感心し、応
援したい気持ちになりまし
た。一人でも多くの方にこ
の「厄除大明神」のことを
知っていただければ幸いです。
問 歴史博物館　☎ 029-896-0017

厄除大明神

下稲吉
「厄除大明神」祭礼

市民学芸員　谷川峯子

　今年で 15 周年を迎えた「いってみっかサロン」。記念式典では、みんなで昼食をとり、午後からは
千代田舞踏連合会などの演舞を楽しみました。演舞では、健康体操をとりいれ、みんなで自然と体を動
かす要素も盛り込んでいました。演じる方も見る方も、サロンでは笑顔が絶えません。適度な運動、仲
間との会話は笑顔を生み、みんなで過ごす和やかな時間が、健康の秘訣となっているようです。

～地域の憩いの場～
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図書館ボランティアのご案内
◉��毎月第 2 土曜日に「石のスープの会」によるお話会を開催しています。
◉��「つくしんぼ」は、児童クラブ・保育所などへ読み聞かせを行っています。
◉��図書整理「ひばりの会」、本を通して交流を深める「読書会」も活発に活動しています。
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